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平成１６年１２月期   第１四半期業績の概況（連結）   平成 16 年４月 28 日 
 

上場会社名  ダ ントー株式会社             (コード番号：５３３７ 東証・大証第１部) 

（ＵＲＬ http://www.danto.co.jp） 

問合せ先  代表者役職・氏名 代表取締役社長 加藤 友保 

      責任者役職・氏名 常務取締役社長室長 市川 惠康  ＴＥＬ：（06）4795－5000 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

 ① 会計処理の方法の最近連結会計年度における方法との相違の有無 ： 無 

 ② 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況            ： 無 
 
２．平成16年12月期第１四半期業績の概況（平成16年1月1日～平成16年３月31日）  

（1）経営成績（連結）の進捗状況        （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期） 

純  利  益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 

16年12月期第１四半期 

15年12月期第１四半期 

3,087 

－ 

－ 

－ 

△310 

－ 

－ 

－ 

△76 

－ 

－ 

－ 

△61 

－ 

－ 

－ 

( 参考 ) 1 5 年 1 2 月期 11,891 △8.0 △1,053 － △1,247 － △1,670 － 

 
 

１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 
   円 銭   円 銭 

16年12月期第１四半期 

15年12月期第１四半期 

△2．04 

    － 

－ 
－ 

( 参考 ) 1 5 年 1 2 月期 △56．27 － 

（注）① 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

   ② 四半期業績の開示は、当第１四半期より実施しておりますので、前年同四半期実績及び対前年同四半期増減率につ

いては記載しておりません。 

 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

当第１四半期は、日本経済においても明るい経済指標が相次ぎ、着実な経済回復の兆しが予見され、タイル

需要に密接に関連する住宅、非住宅着工戸数も前年比プラスに転じ、今後の需要拡大に大いに期待を持ってい

るところであります。 

ただ、当第１四半期にあってはまだその影響は見られず、売上高にあっては前年実績を維持する程度に留ま

っております。 

一方、昨年に実施しました“工場集約による集中生産”については、新しい設備、体制の下にスタートを切

っており、淡路島工場の「外装・床タイル」にあっては既に稼働率が倍近くになり、フル操業に近い状態に回

復しております。しかし、宇都宮工場の「内装タイル」つきましては、設備導入による初期トラブルが発生し、

回復に時間を費し、その間、必要生産量の 80％程度の供給しか出来ず、一部商品に品切れ、欠品が発生し、広

くお客さまにご迷惑をお掛けする状況となっており、現在必死の回復生産を行っているところであります。設

備的初期トラブルは既に解消又は対策を講じておりますが、多品種少量生産の中、一旦、払底した在庫水準を

一律に安定在庫に引き上げるには時間が必要となり、ご迷惑を最小限度に押さえるため、断腸の思いで一時生

産休止品目を案内し、優先する商品より順次集中生産を行い、早期なる安定供給を目指しているところであり

ます。 

この初期トラブルに伴う生産性及び歩留まりの低下などのため、当第１四半期においてはコストが嵩み、売

上原価率を悪化させておりますが、一時的なことであり、安定すると共に、当初計画通りの集中生産によるコ

ストダウンが見込まれ、営業利益率の改善に大きく寄与してくるものと確信しております。 

また、余資運用につきましては、激しい為替変動の波にもまれながらも順調な収益をあげており、年初来デ

リバティブ取引にあっては、キャッシュ・フローの伴う収益として５億９千５百万円を計上できておりますが、

３月下旬に襲った 103 円台に達する急激な米ドル安の結果、３月末時価評価において６億１千９百万円の評価

損を計上する結果となり、この結果、当第１四半期の資金運用益は２億４千４百万円に留まっております。 

これらの結果、当第１四半期の売上高は 30 億８千７百万円、経常損失７千６百万円、四半期純損失６千１百

万円となりました。 



 －２－

（2）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

16年12月期第１四半期 

15年12月期第１四半期 

42,760 

－ 

22,184 

－ 

51．9 

－ 

742．59 

－ 

( 参考 ) 1 5 年 1 2 月期 42,708 22,599 52．9 756．30 

（注）四半期業績の開示は、当第１四半期より実施しておりますので、前年同四半期実績については記載しておりません。 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

16年12月期第１四半期 

15年12月期第１四半期 

681 

－ 

△315 

－ 

△308 

－ 

7,723 

－ 

( 参考 ) 1 5 年 1 2 月期 522 △1,279 △1,048 7,673 
（注）四半期業績の開示は、当第１四半期より実施しておりますので、前年同四半期実績については記載しておりません。 
 

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

 ① 財政状態の変動状況 

当第１四半期において総資産は、たな卸資産１億６千２百万円の減少等がありましたが、一方、外国債券

等の時価評価による評価益等により投資有価証券が１億８千４百万円増加し、前連結会計年度に比べ５千１

百万円の増加となりました。 

また、負債につきましては、デリバティブの時価評価によるデリバティブ債務追加計上額４億４千３百万

円等があり４億６千１百万円の増加となりました。 

株主資本は、外国債券等の評価益計上に伴い、その他有価証券評価差額金が１億９百万円増加しましたが、

利益処分等により利益剰余金が５億２千１百万円減少し４億１千４百万円の減少となりました。 

 ② キャッシュ･フロー状況 

当第１四半期の営業活動による資金の増加は、６億８千１百万円となりました。これは、主に、デリバテ

ィブ債務の増加額４億４千３百万円及びたな卸資産の減少額１億６千２百万円等があったことによるもので

あります。 

投資活動による資金の減少は、３億１千５百万円となりました。これは、有形固定資産の取得による支出

３億１千３百万円等があったことによります。 

また、財務活動による資金の減少は、３億８百万円となりました。これは、配当金の支払額３億１百万円

等によります。 

この結果、現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ５千万円増加し、77億２千３百万円となりまし

た。 

 

 

○ 添付資料 

  ・第１四半期連結貸借対照表 

  ・第１四半期連結損益計算書 

  ・第１四半期連結剰余金計算書 

  ・第１四半期連結キャッシュ･フロー計算書 
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３．平成16年12月期の連結業績予想（平成16年1月1日～平成16年12月31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益  

 百万円 百万円 百万円 

中 間 期 

通 期 

6,400 

13,300 

720 

1,920 

410 

1,120 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 37 円 49 銭 

 

[業績予想に関する定性的情報等] 

当第１四半期経過時点において、宇都宮工場の想定外のトラブルなどもありましたが、業績等について当初

の予想範囲内で推移しているものと認識しております。 

従いまして、平成 16 年２月 27 日に発表した中間期及び通期の連結業績予想に変更はありません。 
 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な

要因によって予想数値とは大きく異なる結果となる可能性があります。 
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〔添付資料〕 
 

１．第 1四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

当 第 １ 四 半 期 

連 結 会 計 期 間 末 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 

（平成16年３月31日現在） （平成15年12月31日現在） 

期  別 
 
 

科  目 金   額 構成比 金   額 構成比 
  ％  ％ 

（資 産 の 部）     

Ⅰ 流 動 資 産     

１ 現 金 及 び 預 金 7,725  7,675  

２ 受取手形及び売掛金 3,215  3,224  

３ た な 卸 資 産 2,963  3,126  

４ 繰 延 税 金 資 産 4  4  

５ そ の 他 534  476  

貸 倒 引 当 金 △ 17  △ 17  

流 動 資 産 合 計 14,427 33.7 14,491 33.9 

Ⅱ 固 定 資 産     

１ 有 形 固 定 資 産     

(1) 建 物 及 び 構 築 物 2,183  2,216  

(2) 機械装置及び運搬具 2,184  2,176  

(3) 工 具器具及び備品 147  145  

(4) 土 地 264  264  

(5) 建 設 仮 勘 定 18  14  

有 形固定資産合計 4,798  4,817  

２ 無 形 固 定 資 産 80  82  

３ 投 資その他の資産     

(1) 投 資 有 価 証 券 20,599  20,415  

(2) 出 資 金 172  185  

(3) 繰 延 税 金 資 産 2,225  2,257  

(4) そ の 他 499  502  

貸 倒 引 当 金 △ 43  △ 43  

投資その他の資産合計 23,453  23,318  

固 定 資 産 合 計 28,332 66.3 28,217 66.1 

資 産 合 計 42,760 100.0 42,708 100.0 
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（単位：百万円） 

当 第 １ 四 半 期 

連 結 会 計 期 間 末 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 

（平成16年３月31日現在） （平成15年12月31日現在） 

期  別 
 
 

科  目 金   額 構成比 金   額 構成比 
  ％  ％ 

（負 債 の 部）     

Ⅰ 流 動 負 債     

１ 支払手形及び買掛金 1,079  964  

２ 短 期 借 入 金 12,500  12,500  

３ 未 払 金 1,200  1,383  

４ デ リバティブ債務 1,705  1,261  

５ そ の 他 236  146  

流 動 負 債 合 計 16,722 39.1 16,256 38.1 

Ⅱ 固 定 負 債     

１ 退 職 給 付 引 当 金 1,145  1,142  

２ 預 り 保 証 金 2,209  2,217  

３ そ の 他 20  20  

固 定 負 債 合 計 3,374 7.9 3,379 7.9 

負 債 合 計 20,097 47.0 19,636 46.0 

     

（少数株主持分）     

少 数 株 主 持 分 477 1.1 473 1.1 

     

（資 本 の 部）     

Ⅰ 資 本 金 1,635 3.8 1,635 3.8 

Ⅱ 資 本 剰 余 金 1 0.0 1 0.0 

Ⅲ 利 益 剰 余 金 20,990 49.1 21,511 50.4 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 △ 394 △ 0.9 △ 503 △ 1.2 

Ⅴ 自 己 株 式 △ 47 △ 0.1 △ 45 △ 0.1 

資 本 合 計 22,184 51.9 22,599 52.9 

負債、少数株主持分及び資本合計 42,760 100.0 42,708 100.0 
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２．第 1四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

当 第 １ 四 半 期 

連 結 会 計 期 間 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 

（ 
自 平成16年１月１日 

至 平成16年３月31日 
） （ 

自 平成15年１月１日 

至 平成15年12月31日 
） 

期  別 
 
 

科  目 
金   額 百分比 金   額 百分比 

  ％  ％ 

Ⅰ 売 上 高 3,087 100.0 11,891 100.0 

Ⅱ 売 上 原 価 2,418 78.3 8,960 75.3 

売 上 総 利 益 668 21.7 2,931 24.7 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 978 31.7 3,984 33.5 

営 業 損 失 310 △ 10.0 1,053 △ 8.8 

Ⅳ 営 業 外 収 益 286 9.2 599 5.0 

１ 受取利息及び配当金 125  546  

２ デ リバティブ利益 151  －  

３ そ の 他 10  52  

Ⅴ 営 業 外 費 用 52 1.7 793 6.7 

１ 支 払 利 息 24  104  

２ 為 替 差 損 7  248  

３ デ リバティブ損失 －  329  

４ 固 定資産除却損等 4  39  

５ 貸 倒引当金繰入額 －  25  

６ そ の 他 16  45  

経 常 損 失 76 △ 2.5 1,247 △ 10.5 

Ⅵ 特 別 損 失 －  1,428 12.0 

１ 生産再編合理化損失 －  1,166  

２ 投資有価証券売却損 －  262  

税 金 等 調 整 前 
四半期(当期)純損失 76 △ 2.5 2,675 △ 22.5 

税 金 費 用 △ 23 △ 0.8 △ 1,020 △ 8.6 

少 数 株 主 利 益 8 0.3 14 0.1 

四半期(当期)純損失 61 △ 2.0 1,670 △ 14.0 
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３．第 1四半期連結剰余金計算書 

（単位：百万円） 

当 第 １ 四 半 期 

連 結 会 計 期 間 

前連結会計年度の 
連結剰余金計算書 

（ 
自 平成16年１月１日 

至 平成16年３月31日 
） （ 

自 平成15年１月１日 

至 平成15年12月31日 
） 

期  別 
 
 

科  目 
金   額 金   額 

     

（資本剰余金の部）     

Ⅰ 資本剰余金期首残高  1  1 

Ⅱ 資本剰余金四半期末(期末)残高  1  1 

     

（利益剰余金の部）     

Ⅰ 利益剰余金期首残高  21,511  23,735 

Ⅱ 利 益剰余金減少高     

１ 四半期(当期)純損失 61  1,670  

２ 配 当 金 448  538  

３ 役 員 賞 与 12 521 15 2,223 

Ⅲ 利益剰余金四半期末(期末)残高  20,990  21,511 



 －８－

４．第 1四半期連結キャッシュ･フロー計算書 

（単位：百万円） 

当 第 １ 四 半 期 

連 結 会 計 期 間 

前連結会計年度の連結 
キャッシュ･フロー計算書 

（ 
自 平成16年１月１日 

至 平成16年３月31日 
） （ 
自 平成15年１月１日 

至 平成15年12月31日 
） 

期  別 
 
 

科  目 
金   額 金   額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期(当期)純損失 △ 76 △ 2,675 

減 価 償 却 費 154 675 

固 定 資 産 売 却 損 0 3 

固 定 資 産 除 却 損 0 657 

投 資 有 価 証 券 売 却 損 － 262 

貸 倒 引 当 金 の 増 減 額(減少△ ) △ 0 12 

退職給付引当金の増減額(減少△ ) 3 △ 584 

受 取 利 息 及 び 配 当 金 △ 125 △ 546 

支 払 利 息 24 104 

為 替 差 損 益(差益△ ) 7 248 

出 資 金 投 資 持 分 損 益(利益△ ) 11 1 

売 上 債 権 の 増 減 額(増加△ ) 8 228 

た な 卸 資 産 の 増 減 額(増加△ ) 162 682 

仕 入 債 務 の 増 減 額(減少△ ) 115 △ 362 

未払消費税等の増減額(減少△ ) △ 26 16 

デリバティブ債務の増減額(減少△ ) 443 1,261 

預 り 保 証 金 の 増 減 額(減少△ ) △ 8 △ 93 

役 員 賞 与 の 支 払 額 △ 12 △ 15 

そ の 他 21 189 

小 計 707 66 

利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 55 614 

利 息 の 支 払 額 △ 27 △ 118 

法 人 税 等 の 支 払 額 △ 53 △ 40 

営業活動によるキャッシュ・フロー 681 522 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定 期 預 金 の 預 入 に よ る 支 出 － △ 2 

有形固定資産の取得による支出 △ 313 △ 603 

有形固定資産の売却による収入 0 35 

無形固定資産の取得による支出 △ 3 △ 28 

無形固定資産の売却による収入 1 － 

投資有価証券の取得による支出 － △ 2,842 

投資有価証券の売却による収入 － 2,161 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 315 △ 1,279 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短 期 借 入 金 の 増 減 額(減少△ ) － △ 500 

配 当 金 の 支 払 額 △ 301 △ 536 

少 数 株 主 へ の 配 当 金 の 支 払 額 △ 4 △ 4 

そ の 他 △ 2 △ 7 

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 308 △ 1,048 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 7 △ 248 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(減少△) 50 △ 2,053 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 7,673 9,726 

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 7,723 7,673 

 


